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３種の花が咲き誇り
　錦町の長勝寺では、モモとウメ、サ
クラの花を一度に見ることができます。
満開となった４月17日、通行人は咲き
誇った３種の花に見入っていました。

Ｐ 2　庁舎等周辺整備基本構想を策定
Ｐ 4　国民健康保険の税率を改定
　　　　求められるみんなの健康　みんなで適正受診
Ｐ 9　 20年来の悲願結実　毎秒0.1㌧の水利権を取得
Ｐ10　市議会定例会結果／築城430年祭の記念誌など製作
Ｐ11　東日本大震災　本市の救援・支援情報
Ｐ12　越前大野名水マラソン　大会当日ご協力を
Ｐ13　子育て情報をホームページから発信　など



求
め
ら
れ
る  

人
に
優
し
く

災
害
に
強
い
新
庁
舎

　
昭
和
37
年
に
竣
工
し
た
現
庁
舎

は
、
間
も
な
く
築
49
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
施
設
の
長
寿
命
化

や
利
便
性
向
上
の
た
め
に
、
改
修

や
修
繕
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
庁
舎
全
体

に
問
題
が
出
て
い
ま
す
。
災
害
時

に
お
け
る
防
災
拠
点
の
ほ
か
、
高

齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」な
ど
へ
の
対
応
が

十
分
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

事
務
量
の
増
加
に
よ
り
、
執
務
室

の
手
狭
さ
か
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
面
で
は
、
市
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
る
合
併
特
例
債
の
活
用

が
あ
り
ま
す
が
、
有
効
期
限
が
平

成
26
年
度
ま
で
と
、
期
限
内
の
新

庁
舎
整
備
が
必
要
で
す
。

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
設

　
新
庁
舎
の
建
設
場
所
は
、「
現

庁
舎
用
地
で
の
建
て
替
え
」「
市

有
地
で
の
建
設
」「
新
た
に
土
地

を
求
め
て
の
建
設
」に
つ
い
て
比

較
検
討
し
た
結
果
、
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
新
庁
舎
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
決
定
の
理
由
は
、
整
備
期
間
中

の
仮
庁
舎
や
議
会
開
催
場
所
の
確

保
、
移
動
費
用
な
ど
経
費
面
で
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
現

在
整
備
を
進
め
て
い
る
保
健
・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
や

有
終
会
館
に
隣
接
し
た
形
が
、
市

民
皆
さ
ん
の「
利
用
し
や
す
さ
」に

つ
な
が
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

市
庁
舎
整
備
に
向
け
て
の
経
緯

平
成
３
年
度

　
大
野
市
庁
舎
の
老
朽
度
に
関
す

る
調
査
の
実
施「
本
館
棟
は
何
ら

か
の
方
法
で
補
強
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
ろ
う
が
、
議
場
棟
に
関
し

て
は
、
そ
の
構
造
上
の
特
殊
性
か

ら
か
な
り
困
難
」と
の
報
告

平
成
12
年
度

　
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
で
、

市
庁
舎
の
改
築
を
検
討
す
べ
き

時
期
に
き
て
い
る
と
し
て
、
庁
舎

建
設
基
金
の
積
立
の
必
要
性
を

掲
げ
る

平
成
13
年
度

　
庁
舎
建
設
基
金
の
設
置

平
成
16
年
度

　「
大
野
市
・
和
泉
村
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
計
画
」で
、
主
要
施
策

の
一
つ
に「
市
庁
舎
の
建
設
」を
掲

げ
る

平
成
22
年
度

　
11
月
～
３
月
に
５
回
の
策
定
委

員
会
を
開
催
し
、
構
想
を
策
定

庁
舎
等
周
辺
整
備
基
本
構
想
を
策
定

　市では、大野市庁舎等周辺整備基本構想を３月に策定しました。この構想は、市

内の各界・各層の代表者や現庁舎周辺の区長、市職員で「大野市庁舎等周辺整備基

本構想策定委員会」を設け、議論を深めてまとめたものです。市庁舎と周辺の整備

についての内容や、今後の予定などについてお知らせします。

多目的広場

駐車場

駐
車
場

本
庁
舎
議
会

市道三番市庁舎新庄線

保健・医療・
福祉サービス
拠点施設

有終会館

現市民グラウンド

現
庁
舎

市民の快適な生活を支える

　平成17年度末までに合併した自
治体が、合併年度から10カ年度に
限り事業を行うために借りられる
お金。返済額の７割が、国から交
付される「地方交付税」の算定基準
に上乗せされる有利な借り入れ金

合併特例債とは?
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現
庁
舎
の
跡
地

　
　
　
親
し
み
あ
る
空
間
に

　
周
辺
整
備
の
基
本
理
念
は
、
第

五
次
大
野
市
総
合
計
画
で
定
め

た
10
年
後
の
将
来
像
で
あ
る「
ひ

か
り
か
が
や
き
、
た
く
ま
し
く
、

心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」を
念
頭
に
置

い
た
次
の
４
点
で
す
。

①
市
民
が
気
軽
に
集
い
、
憩
い
、

　
学
ぶ

②
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
化
す
る

③
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

　
を
支
え
る

④
人
と
環
境
に
や
さ
し
い

35
億
円
程
度
の
整
備
事
業
費

　
　
有
利
な
特
例
債
を
活
用

　
本
市
が
最
近
行
っ
た
建
築
工

事
や
最
近
庁
舎
を
建
築
し
た
自

治
体
を
参
考
に
、
事
業
費
を
算
出

し
ま
し
た
。
一
般
的
な
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
と
仮
定
し
て
、
新
庁

舎
と
駐
車
場
整
備
の
概
算
事
業

費
は
、
35
億
円
程
度
で
す
。

　
財
源
に
は
、
平
成
13
年
度
に
設

置
し
た
庁
舎
建
設
基
金
を
充
て

る
こ
と
と
し
、
今
後
も
継
続
し
て

積
み
立
て
ま
す
。
合
併
特
例
債
な

ど
を
財
源
と
し
て
見
込
み
ま
す

が
、
詳
細
な
事
業
費
を
今
後
の
基

本
計
画
や
基
本
設
計
の
段
階
で

精
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
有
利
な
補
助
金
や
交
付

金
な
ど
の
活
用
を
念
頭
に
置
き
、

負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

計
画
推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
新
庁
舎
建
設
を
先
行
し
、
基
本

構
想
を
基
に
、
下
図
の
予
定
で
施

設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
周
辺
施
設
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
整
備
計
画
策
定
作
業
を
進
め
、

27
年
度
以
降
に
整
備
し
ま
す
。

基
本
構
想
説
明
会
を
10
回
開
催

　
５
月
16
日
か
ら
、
各
地
区
ご
と

に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
間
は
、
午
後
７
時
か
ら
８
時
ま

で
の
１
時
間
程
度
で
す
。

16
日
⺼
　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

18
日
水
　
西
勝
原
道
場

19
日
㊍
　
下
庄
公
民
館

20
日
㊎
　
上
庄
公
民
館

23
日
⺼
　
小
山
公
民
館

24
日
㊋
　
乾
側
公
民
館

25
日
水
　
富
田
公
民
館

26
日
㊍
　
阪
谷
公
民
館

27
日
㊎
　
和
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

30
日
⺼
　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

問
　
庁
舎
整
備
課
庁
舎
整
備
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
０
１
）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度以降

計画関係

設計関係

建設関係

管理運営方法の
検討と決定

庁舎基本計画

周辺道路整備 現庁舎解体・
周辺施設整備

周辺整備計画

庁舎基本設計 庁舎実施設計

具体的な管理運営方法の検討・決定

調
整

新庁舎建設
駐車場整備

市民グラウンドに新庁舎を配置。市民
が利用する場所や議会部分のあり方
など、今後検討が必要な部分も考慮
して、現段階で想定延床面積を7,000
平方㍍程度と想定する

・

市道三番市庁舎新庄線や有終会館南
側の市道泉町天神線での自転車走行
空間

・

災害用の資機材などを保管する倉庫
や公用車の車庫

・

現庁舎の跡地に市民の憩いの場やイ
ベント会場、災害時の市民の避難場
所などとしても活用できる多目的広
場。詳細については、今後整備計画
を策定

・

来訪者用の駐車場や駐輪場・

整備する施設や配置

プロポーザル方式で
設計業者選定

多目的広場

駐車場

駐
車
場

本
庁
舎
議
会

市道三番市庁舎新庄線

保健・医療・
福祉サービス
拠点施設

有終会館

現市民グラウンド

現
庁
舎

市民の快適な生活を支える

　新庁舎の設計は、質の高いものが求
められるため、落札額の高低だけによ
る競争入札はふさわしくないと判断し
ました。基本計画や設計への市民参画
を進める上で、市民からの意見を取り
入れながら、発注者である市と市民、
設計者の共同作業が可能なプロポーザ
ル方式を採用します。

※プロポーザル方式
　具体的な設計案ではなく、設計者の
考え方や取り組み体制などを評価し、
業者を選定する方法。多くの自治体が
採用しています。
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
被

保
険
者
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
対

し
て
、
保
険
給
付
を
行
う
地
域
保

険
で
す
。
主
に
地
方
公
共
団
体
が

運
営
し
、
日
本
の
医
療
保
険
制
度

の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
の
対
象
者
は
、
自
営
業
者

や
農
業
従
事
者
、
離
職
者
な
ど
で

す
。
本
市
国
保
に
は
、
平
成
23

年
３
月
31
日
現
在
９
，
２
１
９

人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
の
国
保
歳
出
決
算
額
は
、

38
億
３
２
０
７
万
８
８
０
５
円
で

し
た
。

　
国
保
は
、
高
齢
者
や
離
職
後
に

加
入
す
る
人
が
多
い
こ
と
や
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
な
ど
か
ら
、
保

険
税
収
入
が
減
少
し
て
き
ま
し

た
。
加
え
て
、
高
齢
化
や
医
療
技

術
の
高
度
化
に
よ
る
医
療
費
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
財
源
不

足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
不
足
す
る
財
源
は

国
保
の
基
金
を
取
崩
し
て
穴
埋
め

し
て
き
ま
し
た
が
、
基
金
も
底
を

つ
く
こ
と
に
な
り
今
後
は
見
込
め

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
税
率
で
平

成
23
年
・
24
年
度
の
財
政
を
試
算

す
る
と
、
２
年
間
で
約
５
億
円
の

収
入
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
本
市
国
保
の
こ
れ
ま
で
の
税
率

で
は
、財
源
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
国
保
の
健
全
な
財
政
運

営
を
図
る
た
め
、
保
険
税
率
の
改

定
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
厳
し
い
経

済
情
勢
を
考
慮
し
、
一
般
会
計
か

ら
財
源
の
繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と

で
、
被
保
険
者
の
急
激
な
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
、
緩
和
措
置
を

行
い
ま
す
。
今
後
も
国
保
財
政
の

健
全
化
に
努
め
ま
す
の
で
、
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
医
療
費
の
財
源
確
保
と
、
今
後

　
の
国
保
な
ど
の
医
療
制
度
改
革

　
を
視
野
に
入
れ
、
２
年
間
の
保

　
険
税
率
を
改
正

②
医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援
分
・

　
介
護
分
の
全
区
分
で
、
保
険
税

　
額（
率
）を
見
直
し

③
市
の
一
般
会
計
か
ら
、
赤
字
補

　
て
ん
と
し
て
は
初
め
て
繰
り
入

　
れ（
財
政
支
援
）を
行
う
こ
と
に   

　
よ
り
、
保
険
税
引
き
上
げ
幅
を

　
抑
制

求
め
ら
れ
る
み
ん
な
の
健
康

み
ん
な
で
適
正
受
診

市
民
４
人
に
１
人
が
加
入

改
定
の
３
方
針

基
金
が
底
を
つ
き

５
億
円
の
赤
字

健
全
な
事
業
運
営
の
た
め

税
率
引
き
上
げ

国民健康保険の税率を改定

傾く国保てんびん

大幅な財源不足!!
●高齢化
●離職者
●医療技術

上 昇

下 降
●景気
●保険税収入
●国保基金の残高
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国保加入者1人当たりの医療費推移
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単位：万円

32.932.9

34.3 34.6

35.4
35.8

医療費の推移

0

23

23.5

20

25.5

25

24.5

24

26
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23億3400

24億3900
24億6000

25億900

25億3400

単位：億円

0
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10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
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17 18 19 20 21 22

国民健康保険基金年度末残高の推移

年度

3億5820
3億29063億2906

3億13903億1390

2億65172億6517

1億66061億6606

56425642

単位：万円 ④上庄健太さん世帯（40歳代の夫婦と
　子ども２人の４人世帯で、年間収入は
　給与収入が311万円、給与所得に直す
　と200万円）
◎年税額は27万7200円から５万4900円
　増えて、33万2100円

４世帯のモデルケース現行税率 改正

医療保険分

所得割額 5.0㌫ 5.7㌫

資産割額 18.0㌫ 23.0㌫

均等割額 １万9000円 ２万5000円

平等割額 １万9400円 ２万3000円

後期高齢者
支援金等分

所得割額 1.8㌫ 1.8㌫

資産割額 7.0㌫ 7.0㌫

均等割額 6,000円 7,200円

平等割額 6,200円 6,200円

介護保険分

所得割額 1.0㌫ 1.5㌫

資産割額 7.0㌫ 7.0㌫

均等割額 8,000円 9,000円

平等割額 5,400円 6,000円

改定後の保険税額（率）

　国民健康保険の基金残高は基金の取り崩し
が続き、この５年間で約３億177万円減りま
した。
　加入者１人当たりの医療費（一般被保険者
分）は、平成21年度には約34万3000円とな
り、医療費（一般被保険者分）も平成23年度に
は、約25億円に達する見込みです。この増加
傾向は、今後も続くと考えられます。
※平成22～24年度の数値は決算見込値

①大野太郎さん世帯（65歳以上の１人
　世帯で、年間収入は老齢基礎年金の
　79万円、固定資産税５万6000円）
◎年税額は２万9000円から6,100円増
　えて、３万5100円

②和泉大介さん世帯（65歳以上の夫婦
　２人世帯で、年間収入は夫の厚生年金
　170万円と妻の老齢基礎年金79万円、
　固定資産税５万6000円）
◎年税額は６万3200円から１万3000円
　増えて、７万6200円

③下庄一郎さん世帯（65歳以上の夫婦
　２人世帯で、年間収入は夫の厚生年
　金198万円と妻の老齢基礎年金79万
　円、固定資産税５万6000円）
◎年税額は10万5000円から２万400円
　増えて、12万5400円
　収入に応じた保険税の軽減措置で、均等割
額と平等割額を①は７割、②は５割、③は２
割の軽減あり
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保
険
税
の
仕
組

　
　
納
付
は
口
座
振
替
を

　
各
世
帯
の
税
額
は
、
医
療
分
・

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
・
介
護

分
を
そ
れ
ぞ
れ
計
算
。
そ
れ
ら
を

合
計
し
た
も
の
が
年
間
の
税
額
で

す
。
保
険
税
は
、
世
帯
主
が
ま
と

め
て
納
め
ま
す
。

　
保
険
税
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

６
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
を
行
う

と
、
１
期
分
か
ら
口
座
振
替
が
で

き
ま
す
。
保
険
税
は
年
齢
に
よ
っ

て
計
算
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

○
40
歳
未
満
の
人
　

　
　
医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支
援

　
金
等
分
を
合
せ
て
納
入
。
介
護

　
保
険
分
の
負
担
は
無
し

○
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
　

　
　
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保
険

　
者
と
し
て
、
医
療
保
険
分
と
後

　
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
、
介
護

　
保
険
分
を
合
せ
て
納
入

○
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
　

　
　
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者

　
支
援
金
等
分
を
合
わ
せ
て
納

　
入
。
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保

　
険
者
と
し
て
、
介
護
保
険
料
は

　
別
に
納
入

　
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
が
全
員

65
歳
以
上
の
場
合
、
保
険
税
は
年

金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

年
度
内
に
75
歳
に
な
る
国
保
加
入

者
が
い
る
場
合
に
は
、
年
金
天
引

き
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
天
引
き
の
対
象
者
で
、
天

引
き
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口

座
振
替
を
選
択
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
で
確
認
を

　

市
で
は
各
種
健
診
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
積
極

的
に
受
診
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
市

民
皆
さ
ん
の
意
識
と
努
力
が
健
康
を
も
た
ら
し
、
そ
れ

が
国
保
財
政
の
健
全
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

大
野
市
医
師
会

　
山 

川  

秀 

会
長

　本市の医療状況や特定健診などについて、山川
会長に聞きました。

大
切
な
財
産
　
　
　の
状
態

500人 400人 300人 200人 100人 0人

100人 200人 300人 400人 500人0人
男 女

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

28人
21.4％

40人
30.1％

44人
24.6％

65人
34.9％

152人
39.4％

298人
42.3％

418人
45.7％

402人
43.7％

41人
22.0％

57人
23.4％

87人
23.6％

204人
32.7％

287人
37.2％

271人
36.3％

からだ

～本市の医療状況と高度医療について～
　大野市は長寿福井県の中でも、特に高齢化率が高い地域
です。高齢者が多くなれば、相対的に疾病が多くなり、医
療費もかさみます。他市町と比較して、大野で比較的多い
疾病にＣ型慢性肝炎があります。はっきりと原因は分かり
ませんが、これも高齢化の影響があると考えられますね。
　医療高度化の代表的なものは「抗がん治療」が挙げられま
す。効果が高いこともあり、費用は高いです。

～地元でのかかりつけ医について～
　本市は地方都市で、医療機関が比較的遠い地域が多くあ
ります。そのため、何でも相談することができて、いざ治
療を受けるときには、スムーズに受診できる「かかりつけ医」
を持つことが大切です。大規模病院へ転院する場合にも、
円滑な紹介ができます。

～特定健診の効果について～
　特定健診は、糖尿病などの早期発見に有効でしょう。メ
タボリックシンドロームになっている人は、大抵何らかの
疾患があります。健康でいるためには、40歳代の壮年期か
ら、定期的に健診を受けることが大切です。

平成21年度 特定健診年代別受診者数と受診率

6 2011.5　広報おおの



■

40
歳
代
で
低
い
受
診
率

　
特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導

に
つ
い
て
、
平
成
20
・
21
年
度

の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。
本
市

の
特
定
健
診
受
診
対
象
者
は
、

６
，
４
９
５
人
で
平
成
21
年
度
は

３
６
．
９
�
の
２
，
３
９
４
人
が

受
診
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
の
特
定
健
診
の
受

診
者
を
男
女
別
、
年
代
別
に
表
し

た
も
の
が
、
前
�
の
表
で
す
。
健

診
対
象
者
が
多
い
60
歳
代
は
受
診

率
も
高
く
、
男
女
別
で
は
女
性
の

受
診
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

■

保
健
指
導
で
健
診
結
果
が
改
善

　
平
成
20
年
度
に
特
定
保
健
指
導

を
受
け
た
１
６
１
人
の
う
ち
、
平

成
21
年
度
に
も
特
定
健
診
を
受
診

し
た
１
０
９
人（
服
薬
開
始
者
を

除
く
）に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度

と
21
年
度
の
健
診
結
果
を
比
較
し

た
も
の
が
下
の
グ
ラ
フ
で
す
。
特

定
保
健
指
導
を
受
け
た
人
の
体

重
・
腹
囲
な
ど
の
平
均
値
は
、
い

ず
れ
も
大
き
く
減
少
。
大
幅
な
改

善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
危
険
因
子
で
あ
る
高
血
圧
や
脂

質
異
常
、
高
血
糖
の
３
つ
の
リ
ス

ク
の
個
数
に
つ
い
て
も
、
１
．
６

個
か
ら
１
．
３
個
へ
と
減
少
し
て

い
て
、
特
定
保
健
指
導
の
効
果
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
定
健
診
の
受
診
後
、
特
定
保

健
指
導
の
対
象
に
な
っ
た
人
は
、

ぜ
ひ
利
用
し
ま
し
�
う
。

（kg） 64 66

H20H21

体重
身長と体重の対比により、肥満度を測る。

H20

H21

60 62 64 66 68
（㎏）

（cm） 89 91

H20H21

腹囲
おへそ周りの長さ。
代表的なメタボリックシンドロームの指標。

H20

H21

85 87 89 91 9593
（㎝）

（mg/dl） 153 178

H20H21

中性脂肪
高脂血症の指標。
値が高い場合、高脂血症が疑われる。

H20

H21

130 140 150 160 170 180
（mg/dl）

（％） 5.1 5.2

H20H21

ヘモグロビンエーワンシー
糖尿病の指標。
値が高い場合、糖尿病が疑われる。

H20

H21

4.0 4.5 5.0 5.5
（％）

特定健診

特定保健指導

　昨年受けた特定健診の結果は、体重や血圧、血

糖値などの数値が基準値以上だったため、特定保

健指導の案内通知がありました。ひざの痛みや

ちょっときつい動きをすると動
ど う

悸
き

があるなど自覚

症状があったので、指導を受けました。

　やさしく接してもらったことでやる気になり、

自分なりに考えてダイエットに取り組みました。

３カ月後の健診結果で、改善された体重や血圧な

どの数値をみて喜びました。以前の自覚症状も無

くなったんです。

　自分の健康について考え直す特定保健指導を受

けて、本当によかったと思います。

特定保健指導を受けた人の声

斉藤  静子さん（62歳）

　ジェネリック医薬品は、先発医薬

品の特許が切れた後に販売される医

薬品です。先発医薬品と同じ有効成

分や同じ効能、効果を持つ低価格の

医薬品で、薬代の節約になります。

　ジェネリック医薬品を希望する場

合は、医師や薬剤師に相談して、有

効に利用しましょう。

市国保担当者から一言

上手な医療の受け方

ジェネリック医薬品の利用を＋

　正式には「特定健康診査」という「特
定健診」は、平成20年４月から始まっ
た制度です。40歳から74歳までの医
療保険に加入している人全員を対象
にした健康診査で、メタボリックシ
ンドローム（内臓脂肪症候群）に着目
し、身体計測や血液検査、検尿など
を行います。

　特定健診の結果から、専門的知識
を持った保健師などが実践的な助言
や指導を行う制度です。生活習慣病
が発症する危険性が高く、生活習慣
の改善で予防効果が期待できる人を
対象に指導します。
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受
診
券
の
発
送　

　

５
月
中
旬
か
ら
健
診
に
必
要
な

受
診
券
を
対
象
者
に
郵
送
し
ま

す
。
各
地
区
や
年
齢
・
性
別
対
象

の
集
団
健
診
実
施
前
に
順
次
発
送

し
ま
す
の
で
、
受
診
日
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
別
医
療
機
関
で
の
受
診
を
希

望
す
る
人
で
、
早
く
受
診
券
が
必

要
な
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
で
の
お
願
い

○
基
本
健
診（
特
定
健
診
・
後
期

　
高
齢
者
健
診
）・
が
ん
検
診
は
、

　
集
団
健
診
と
個
別
医
療
機
関
健

　
診
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
必
ず

　
受
診
券
を
持
参
し
ま
し
�
う

○
受
診
券
は
、
８
枚
綴
り
の
冊
子

　
型
で
す
。
切
り
離
さ
ず
に
持
参

　
し
ま
し
�
う

○
集
団
健
診
の
指
定
日
に
都
合
が

　
悪
い
人
は
、
別
の
日
か
、
医
療

　
機
関
で
受
診
し
ま
し
�
う

○
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
人

　
に
は
、
健
診
会
場
で
容
器
を
配

　
付
し
、
後
日
回
収
し
ま
す
。
事

　
前
に
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
注

　
意
し
て
く
だ
さ
い

○
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が

　
ん
検
診
に
つ
い
て
、
一
定
の
年

　
齢
の
人
に
は
、
別
に
無
料
ク
ー

　
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
す

機
会
を
拡
大

　

個
別
医
療
機
関
健
診

　
40
歳
～
74
歳
の
国
保
被
保
険
者

の
特
定
健
診
と
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
健
診
が
変
わ
り
ま
す
。
平

成
23
年
度
か
ら
、
各
公
民
館
な
ど

で
実
施
す
る
集
団
健
診
の
ほ
か

に
、
県
内
協
力
医
療
機
関
で
実
施

す
る
個
別
健
診
も
行
い
ま
す
。
個

人
負
担
金
は
、
集
団
健
診
と
同
額

で
、
受
診
券
に
表
示
し
て
あ
り
ま

す
。
が
ん
検
診
は
、
昨
年
度
か
ら

こ
の
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
協
力
医
療
機
関
は
、
受
診
券
と

一
緒
に
郵
送
す
る
チ
ラ
シ
で
確
認

す
る
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
市
民
課
保
険
年
金
係

　（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

　
各
種
健
診
な
ど
に
つ
い
て

　
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
65
・
７
３
３
３
）

本年度の基本健診・各種がん検診
地　区 実施時期

下庄 ５月中旬～６月中旬

乾側 ６月下旬

富田 ６月下旬

和泉 ７月中旬

小山・阪谷 ８月上旬～中旬

上庄 ７月下旬～８月

大野 ７月下旬～11月上旬

年齢・性別等 月　日

30・40歳代男性 ５月21日土

30歳代女性 ６月11日土

40歳代女性 ７月10日日

　

５
月
17
日
か
ら
、
平
成
23
年
度
の
健
診
と
各
種
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
一
緒
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

特定健診の受診率
３年後は65㌫が目標
　本市国保の加入者で、平成21年度特定健診の受診率は、36.9㌫

でした。21年度目標の40㌫よりも3.1ポイント足らない結果です。

３年後の目標数値は、特定健診受診率65㌫のほか、平成20年度と

比較してメタボリックシンドロームの出現率を10㌫減らす目標も

あります。受診率向上が大きな課題です。家族や友人などへ、健診

受診の呼び掛けをお願いします。

　１年に１度の健診は、自分自身の体を知り、生活習慣を見直すよ

い機会です。自分のためだけでなく、大切な家族のためにも、定期

的な健診で健康状態を確認しましょう。
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降
雪
期
の
水
不
足
が
顕
著
に

　
市
街
地
の
水
は
、
昭
和
40
年
代

後
半
か
ら
地
下
水
の
低
下
や
水
路

に
流
れ
る
水
不
足
が
深
刻
化
し
て

き
ま
し
た
。
戦
後
か
ら
の
開
拓
事

業
や
農
地
整
備
、
宅
地
開
発
と
、

少
雨
や
少
雪
化
な
ど
の
影
響
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
流
雪
溝
の
水
量
も
、
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
路
の
水

は
、
土
地
改
良
区
や
水
利
権
者
の

協
力
を
得
て
、
毎
秒
約
３
ト
ン
の

水
を
確
保
し
た
り
、
赤
根
川
や
新

堀
川
の
河
川
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ

し
た
り
す
る
こ
と
で
水
量
を
確
保

し
て
い
る
も
の
の
、
冬
季
は
水
量

が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

４
，９
０
０
万
円
で

　
　
　
　

ダ
ム
使
用
権
を
取
得

　
市
で
は
、
新
た
な
水
利
権
を
獲

得
す
る
た
め
平
成
３
年
、
九
頭
竜

川
下
流
の
永
平
寺
町
に
あ
る
鳴
鹿

大お
お
ぜ
き堰
の「
多
目
的
ダ
ム
の
改
築
に

関
す
る
基
本
計
画
」に
参
画
。
上

水
道
に
こ
の
水
を
利
用
す
る
こ
と

と
し
て
、
１
日
最
大
８
６
４
０
立

方
�
、
毎
秒
最
大
０
．
１
ト
ン
を

取
水
す
る
こ
と
が
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
平
成
４
年
か
ら
本
格
的
に
始

ま
っ
た
ダ
ム
の
建
設
工
事
は
、
総

工
事
費
が
約
４
２
６
億
円
で
、
本

市
は
約
４
，
９
０
０
万
円
を
建
設

負
担
金
と
し
て
負
担
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
３
月
年
に
工
事
が
完
了

し
、
同
年
４
月
に
鳴
鹿
大
堰
の
ダ

ム
の
使
用
権
を
得
ま
し
た
。

真
に
必
要
な
水
利
用

　
　
　
　
　

強
い
要
請
で
承
認

　
ダ
ム
建
設
の
当
時
か
ら
、
本
市

が
利
用
す
る
水
の
利
用
目
的
は
、

法
律
に
基
づ
き
上
水
道
へ
の
利
用

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ダ
ム

の
水
を
本
市
が
上
流
の
真
名
川
で

取
水
し
て
、
当
面「
そ
の
他
用
水
」

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
国
土

交
通
省
に
要
請
を
行
い
、
地
道
な

協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果

平
成
17
年
に
は
、
当
面
の
間
上
水

道
目
的
以
外
に
使
用
で
き
る「
そ

の
他
用
水
」と
し
て
、
取
水
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
水
利
権
に
関
係
す

る
真
名
川
土
地
改
良
区
連
合
や

北
陸
電
力
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
や
団
体
と
具
体
的
に
協

議
を
重
ね
ま
し
た
。
平
成
22
年

３
月
に
は｢

そ
の
他
用
水｣

の
許
可

権
者
で
あ
る
県
知
事
へ
水
利
使
用

の
許
可
を
申
請
。
真
名
川
用
水
の

用
水
路
を
使
用
し
て
農
業
用
水
と

共
同
取
水
を
行
い
、
木
の
本
原
幹

線
用
水
路
を
通
じ
て
市
街
地
へ
導

水
す
る
こ
と
を
、
関
係
土
地
改
良

区
と
確
認
し
ま
し
た
。

　
鳴
鹿
大
堰
の
多
目
的
ダ
ム
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
か
ら
足
掛
け

20
年
、
昨
年
の
12
月
24
日
に
、
水

利
使
用
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
貴
重
な
水
を
ま

ち
な
か
の
水
路
の
維
持
用
水
や
冬

期
間
の
流
雪
用
水
の
た
め
に
有
効

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

問
　
行
政
戦
略
課
行
政
戦
略
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
１
）

毎
秒
０
．１
㌧
の
水
利
権
を
取
得

20年来の悲願結実

　五条方地係の真名川用水頭首工から取
水した水は、木の本原幹線用水路と市所
管の水路を経由して市街地に入ります。
市街地の流雪溝用水や水路維持用水を流
れて、赤根川に合流します。

庄林

中野町

高砂町

糸魚町

篠座

赤
根
川

清
滝
川

流雪溝用水流雪溝用水

市所管の水路用水市所管の水路用水

市所管の水路用水市所管の水路用水

元町や本町、要町などの
水路維持用水
元町や本町、要町などの
水路維持用水

　
４
月
１
日
か
ら
、
毎
秒
最
大
で
０
�
１
ト
ン
の
新
た
な
水

が
真
名
川
か
ら
市
街
地
へ
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
は
、
真

名
川
土
地
改
良
区
連
合
の
協
力
を
得
て
取
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
缶
の
容
量
は
２
０
０
�
で
す
が
、
そ
の
半
分
の
水
量

で
あ
る
１
０
０
�
が
、
１
秒
間
に
流
れ
ま
す
。
貴
重
な
水
資

源
の
取
得
ま
で
の
経
過
と
、
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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22
年
度
予
算
の
補
正

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
６
億
２
４
３
９
万
６
０
０
０

円
を
増
額
。
補
正
後
の
累
計
は
、

１
９
１
億
５
９
７
８
万
円
、
前
年

度
同
期
比
８
．０
�
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
追
加
補
正
の
主
な
内
容
は
、
▼
有

終
南
、
富
田
小
学
校
の
体
育
館
耐

震
補
強
工
事
に
１
億
３
９
７
８
万

５
０
０
０
円
▼
開
成
、
陽
明
中
学

校
の
特
別
教
室
管
理
棟
や
給
食

室
、
体
育
館
な
ど
の
耐
震
補
強
工

事
に
４
億
４
９
２
２
万
９
０
０
０

円
▼
次
年
度
以
降
の
地
域
振
興
を

図
る
事
業
の
財
源
と
す
る
た
め
、

７
月
に
創
設
し
た
地
域
振
興
基
金

へ
の
積
み
立
て
に
３
億
円
▼
高

齢
者
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
を
援

助
す
る
地
域
ぐ
る
み
屋
根
雪
下

ろ
し
支
援
事
業
に
１
１
６
３
万

円
▼
財
政
調
整
基
金
の
積
み
立

て
に
３
０
９
３
万
９
０
０
０
円

な
ど
で
す
。

２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

　
　
　
　

委
員
各
８
人
を
選
出

　「
庁
舎
等
建
設
特
別
委
員
会
」

と
、「
中
部
縦
貫
自
動
車
道
・
国

道
１
５
８
号
整
備
促
進
特
別
委
員

会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

◇
各
委
員
会
の
構
成
（
◎
は
委
員

長
、
○
は
副
委
員
長
、
敬
称
略
）

︻
庁
舎
等
建
設
特
別
委
員
会
︼

◎
川
端
義
秀
○
前
田
政
美
、
梅
林

厚
子
、
松
田
元
栄
、
藤
堂
勝
義
、

畑
中
章
男
、
砂
子
三
郎
、
榮
正
夫

︻
中
部
縦
貫
自
動
車
道
・
国
道

１
５
８
号
整
備
促
進
特
別
委
員
会
︼

◎
島
口
敏
榮
○
永
田
正
幸
、
山
﨑

利
昭
、
石
塚
淳
子
、
宮
澤
秀
樹
、

高
岡
和
行
、
兼
井
大
、
浦
井
智
治

人
事
案
件
に
同
意

　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

同
意
し
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
（
敬
称
略
）

　
松
原
啓
治
（
土
打
）

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　
中
井
孝
夫
（
橋
爪
）

築城430年祭記念誌・DVDを製作

23
年
度
予
算
案
や

　
　
　
　
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

定例
市議会

　
第
３
７
５
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
25
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１
７
８
億
４
６
０
０
万
円
の
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
30
議
案
と
、
東
日
本
大

震
災
を
受
け
て﹁
原
子
力
発
電
所
災
害
に
関
す
る
意
見
書
﹂の
市
会
案
な
ど
を
審
議
。
い
ず

れ
も
提
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
当
初
予
算
の
内
容
は
、

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

売上金は全額義援金に
　市では、昨年３月から今年の２月まで約１年
間展開した「越前大野城築城430年祭」の記念誌と
DVDを製作しました。DVDは60分版と15分版の
２種類があります。記念誌はA４判カラー刷りで、
写真を多く使って事業を紹介した96㌻の構成です。
　DVDの60分版は、全ての事業を収めています。
15分版は記念式典や記念パレードなど、昨年10月
に開かれたメーンイベントを中心に収録。価格は
60分版が1,000円、15分版が500円で販売中です。
DVDの売上金は、全額を東日本大震災の被災地へ
の義援金とします。

市役所、和泉支所、各公民館、市観光協会、輝
きらり

センター
販売場所

　記念誌「悠久のときを経て…今、城下町に新しい
風が吹く」は、非売品で300部を作製しました。市図
書館や市内各公民館、小中学校、協力団体などに配
布しました。
問　観光振興課観光振興係（☎66・1111内線162）
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関
東
地
方
の
水
道
水
か
ら
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
３
月
24
日
、
本
市
と
交
流
が

あ
る
東
京
都
板
橋
区
か
ら
義
援
物

資
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
依
頼

を
受
け
て
市
は
３
月
25
日
、
水
計

２
，５
８
０
㍑
を
搬
送
し
ま
し
た
。

　
こ
の
水
は
、
市
が
災
害
用
に
保

管
し
て
い
た
１
．
５
㍑
と
２
㍑
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
備
蓄
水
で
、

板
橋
区
の
防
災
倉
庫
に
届
け
ま

し
た
。

　
坂
本
健
板
橋
区
長
か
ら
３
月
28

日
、
市
長
宛
て
に
届
い
た
感
謝
状

を
紹
介
し
ま
す
。

　「
こ
の
度
は
、
貴
市
備
蓄
の
貴

重
な
飲
料
水
を
ご
送
付
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
～
中
略
～
　
板
橋
区
で
は
、

乳
児
の
い
る
家
庭
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
配
布
し
た
ほ
か
、
区
の
備
蓄

の
飲
料
水
を
産
院
に
配
布
す
る
な

ど
い
た
し
ま
し
た
が
、
全
て
の
施

設
で
乳
児
用
飲
料
水
の
確
保
は
難

し
く
、
保
育
園
で
は
飲
水
の
持
参

を
呼
び
か
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
、
貴
市
か
ら
飲

料
水
を
お
送
り
い
た
だ
き
大
い
に

力
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
～
中
略
～

　
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
の
大
野
市
民
の
皆
さ
ま
の
暖
か

い
お
心
遣
い
と
、
貴
台
の
ご
高
配

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

　
市
で
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
風

評
被
害
の
た
め
、
物
資
が
届
き
に

く
く
な
っ
て
い
た
福
島
県
相
馬
市

へ
３
月
18
日
、
直
接
物
資
を
搬
送

し
ま
し
た
。（
４
月
号
緊
急
版
で

紹
介
）立
谷
秀
清
市
長
か
ら
３
月

19
日
、
直
筆
で
届
い
た
御
礼
状
を

紹
介
し
ま
す
。

　「
御
支
援
の
品
々
拝
受
致
し
ま

し
た
。
苦
し
い
な
か
勇
気
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」

　
被
災
者
受
け
入
れ
相
談
窓
口
で

把
握
し
て
い
る
本
市
へ
の
転
入
者

は
、
４
月
18
日
現
在
、
20
世
帯
70

人
で
す
。
本
市
で
平
穏
に
過
ご
せ

る
よ
う
、
市
民
皆
さ
ん
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
３
月
28
日
か
ら
４
月
２
日
ま

で
、
宮
城
県
山
元
町
へ
健
康
増
進

課
の
亀
井
宗
子
保
健
師
を
派
遣
し

ま
し
た
。
亀
井
保
健
師
は
、
体
育

館
に
避
難
し
て
い
る
人
の
健
康
相

談
な
ど
を
担
当
。
現
地
活
動
後

「
つ
ら
い
中
、
皆
さ
ん
が
毎
日
懸

命
に
頑
張
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
避
難
場
所
で
は
、
同
じ

集
落
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
励
ま

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
支

え
合
い
が
大
切
と
実
感
し
た
」と
、

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
14
日
か
ら
市
で
受
け
付
け

を
始
め
た
義
援
金
は
、
４
月
18
日

現
在
で
２
２
８
２
万
１
３
６
９
円

と
な
り
ま
し
た
。
市
民
皆
さ
ん
か

ら
大
き
な
ご
厚
意
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　
湧
水
保
全
や
イ
ト
ヨ
の
研
究
な

ど
で
、
本
市
と
深
く
交
流
が
あ
る

岩
手
県
大
槌づ

ち

町
は
、
地
震
と
津
波

で
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
市
で

は
、大
槌
町
を
支
援
し
よ
う
と「
大

槌
町
復
興
支
援
の
会
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
４
月
15
日
現
在
、
本

願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
に
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
、
38
万
８
８
０
５
円

で
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
一

連
の
災
害
は
、
東
北
か
ら
関
東
ま
で
広
い
地
域
が
被
災
し
た
こ

と
や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
な
ど
に
よ
り
、
日
本
全

体
に
被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
広
報
お
お
の
４
月

号
緊
急
版
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
人
的
、
物
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
23
日
以
降
の
救
援
・
支
援
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

板橋区へ送る水をトラックに積み込む市職員
（３月25日　有終会館）

大野市の救援・支援情報東日本大震災
30㌻で紹介している大野商工会議所青年部の炊き出し活動で、会員が撮影した被災地の風景（４月10日　宮城県石巻市）

２
，
５
８
０
㍑
の
水

　

板
橋
区
へ
緊
急
搬
送

相
馬
市
長
か
ら
も
御
礼
状

義
援
金
は
２
２
０
０
万
円
超

イ
ト
ヨ
が
縁
で
復
興
支
援

20
世
帯
70
人
が
一
時
転
入

保
健
師
１
人
を
派
遣
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午前6時00分～午後0時15分　通行止め（マラソンのため）

午前7時00分～正午　通行止め（七間朝市のため）

午前8時15分～午後0時15分　通行止め（マラソンのため）

の箇所は通り抜けできません

市役所 図書館

消防署
有終会館

保健センター

開成中

GS

小山小

上舌交差点

大野高校

スーパー
マーケット

有終
南小

信用金庫

篠座神社

かえで通りかえで通り

七間通り七間通り

石灯籠通り石灯籠通り二
番
通
り

三
番
通
り

四
番
通
り

五
番
通
り

寺
町
通
り

進
行

←

直
進
可

←

進
行

直
進
可

結ステーション

結ステーション

めいりん亀山

国
道
1
5
8
号

三
番
通
り

市民グラウンド

トンネル

第
47
回 

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

５
月
22
日
日 

号
砲

大会当日 ご協力と沿道での声援を

■
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

　

下
の
図
の
と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
通
行
の
際
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
今
大
会
か
ら
会
場
と
コ
ー
ス
の
変
更
に
伴
い
、
六
間
通

り
や
三
番
通
り
の
一
部
も
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

問　

実
行
委
員
会
事
務
局
︵
ス
ポ
ー
ツ
課
内
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
３
１
︶

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　

大
会
当
日
、
会
場
の
越
前
お
お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
や
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の
臨
時
駐
車
場
間
に
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
選
手
や
応
援
す
る
皆
さ
ん
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
利
用
し
、
余
裕
を
持
っ
て
早
め
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。
大
会
会

場
や
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

行
き  

午
前
６
時
45
分
～
８
時
15
分
︵
選
手
受
付
時
間
は
午
前
７
時

　

～
８
時
30
分
︶

帰
り  

午
前
10
時
～
午
後
１
時

■
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
一
部
運
休

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
当
日
の
５
月
22
日
午
前
中
は
、
ま
ち
な
か
循
環
バ

ス
を
運
休
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、
通
常
通
り
運
行
し
ま
す
。

問　

都
市
計
画
課
計
画
景
観
係
︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
２
︶
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子
育
て
支
援
サ
イ
ト
は
、
子
育

て
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
制
度

や
手
続
き
、
情
報
な
ど
を
生
活
区

分
と
項
目
ご
と
に
ま
と
め
て
あ
り

ま
す
。
子
育
て
カ
レ
ン
ダ
ー
を
設

け
て
、
催
し
や
検
診
日
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
表
示
。
市
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

「
子
育
て
コ
ラ
ム
」も
連
載
し
て
い

き
ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
が
気

軽
に
で
き
る
よ
う
、
問
い
合
わ
せ

入
力
機
能
も
あ
り
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル
で
情
報
配
信

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
を
、

希
望
者
に
電
子
メ
ー
ル
で
配
信

し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
専

用
サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
か
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
登
録
し
て
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
市
内
に
在
住
か
市
内
の

　
事
業
所
に
勤
務
す
る
３
人
以
上

　
で
組
織
す
る
団
体
や
、
市
内
に

　
所
在
地
が
あ
る
事
業
所

対
象
事
業
　
越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン

　
ド
を
全
国
に
発
信
し
、
強
く
印

　
象
付
け
て
誘
客
を
図
る
事
業
。

　
啓
発
活
動
や
物
産
販
売
活
動
な

　
ど
、
対
象
者
が
自
ら
県
外
で
実

　
施
す
る
活
動
事
業
の
う
ち
、
他

　
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
っ
て

　
い
な
い
も
の

対
象
経
費
　

　
①
旅
費
　
交
通
費
と
宿
泊
費
　

　
②
手
数
料
　
出
店
な
ど
に
係
る

　
　
負
担
金
や
検
査
手
数
料
、
保

　
　
険
料
、
申
請
料
な
ど

　
③
広
告
費
　
誘
客
を
促
進
す
る

　
　
た
め
の
広
告
宣
伝
費
な
ど

補
助
限
度
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
額
は

　
10
万
円

提
出
書
類
　
事
業
計
画
書
と
収
支

　
予
算
書
の
ほ
か
関
係
資
料
。
様

　
式
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
に
置
い

　
て
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
も
入
手
可
能

応
募
方
法
　
行
政
戦
略
課
ブ
ラ
ン

　
ド
推
進
室
へ
郵
送
か
持
参

締
切
　
５
月
25
日
水
午
後
５
時

　（
必
着
）

　
応
募
の
あ
っ
た
事
業
内
容
を
選

考
し
て
、
採
否
を
決
定
し
ま
す
。

結
果
は
、
６
月
中
に
全
て
の
応
募

団
体
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。
提
出

さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
ブ
ラ
ン
ド
推

　
進
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
４
）

子育て情報をホームページから発信

ＱＲコード

越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信

県
外
で
の
宣
伝
活
動
を
募
集

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報

を
集
約
し
た「
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
」を
新
設
し
ま
し

た
。
電
子
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
た
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　電子メール配信サービスの登録は、パソコンと携帯電
話から登録できます。登録案内ページにあるアドレスへ
空メールを送信すると、案内を返信。氏名や子どもの年
齢、希望するお知らせ内容などを入力して登録してくだ
さい。
問　児童福祉課子育て支援係（☎66・1111 内線292）
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▼
秘
書
政
策
局
長（
兼
）庁
舎
整

備
課
長
・
藤
森
勉
▼
総
務
部
長
・

江
波
庄
進
▼
市
民
福
祉
部
長

（
兼
）福
祉
事
務
所
長
・
巻
寄
富
美

男
▼
建
設
部
長
・
辻
忠
信
▼
消
防

本
部
消
防
長
・
小
林
進

▼
秘
書
政
策
局
▽
行
政
戦
略
課
長

（
兼
）ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
・
田
中

雄
一
郎
▼
総
務
部
▽
財
政
課
長
・

鉱
崎
昭
治
▽
税
務
課
長
・
四
方
一

人
▽
監
理
検
査
課
長
・
穴
田
吉
晴

▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
長
・
篠

田
守
一
▽
環
境
衛
生
課
長（
兼
）浄

化
セ
ン
タ
ー
所
長
・
佐
々
木
清
一

▽
健
康
増
進
課
長（
兼
）保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
・
井
川
鋭
子

▼
産
業
経
済
部
▽
産
業
振
興
課

長（
兼
）ふ
る
さ
と
公
園
サ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
所
長（
兼
）職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
・
金
子
正
義

▽
農
業
農
村
振
興
課
長（
兼
）農

業
委
員
会
事
務
局
長（
兼
）六
呂

師
堆
肥
セ
ン
タ
ー
所
長
・
小
川 

市
右
エ
門
▽
農
林
整
備
課
長
・
朝

日
俊
雄
▼
建
設
部
▽
下
水
道
課
長

（
兼
）下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
所
長
・

大
久
保
雅
章
▼
監
査
委
員
事
務
部

局
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
・
木
戸

口
正
和
▼
消
防
本
部
▽
次
長（
兼
）

署
長
・
石
田
純
也
▽
次
長
補
佐

（
兼
）副
署
長（
消
防
訓
練
所
長
）・

高
野
清
彦
▽
総
務
課
長
・
松
田
佳

生
▽
予
防
課
長
・
大
藤
利
一
▽
警

防
課
通
信
指
令
室
長
・
反
保
昭
雄

▼
秘
書
政
策
局
▽
秘
書
課
課
長
補

佐
秘
書
係
長
事
務
取
扱
・
松
本
邦

章
▽
行
政
戦
略
課
課
長
補
佐
（
兼
）

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
次
長
・
真
田
正

幸
▽
庁
舎
整
備
課
課
長
補
佐
・
村

上
一
幸
▼
総
務
部
▽
総
務
課
課
長

補
佐
・
西
川
千
鶴
代
▽
自
治
振
興

室
次
長
・
岸
田
尚
悟
▽
生
活
防
災

課
課
長
補
佐
・
前
田
伸
治
▽
監

理
検
査
課
課
長
補
佐
検
査
係
長

事
務
取
扱
・
乾
川
和
則
▼
市
民

福
祉
部
▽
社
会
福
祉
課
課
長
補

佐（
社
会
福
祉
担
当
）・
山
田
靖

子
▽
社
会
福
祉
課
課
長
補
佐（
高

齢
福
祉
・
介
護
支
援
担
当
）高
齢

福
祉
係
長
事
務
取
扱
・
畑
中
六

太
郎
▽
児
童
福
祉
課
課
長
補
佐

児
童
家
庭
係
長
事
務
取
扱
・
坂

井
八
千
代
▽
春
日
保
育
園
長
・

帰
山
つ
ゆ
子
▽
あ
か
ね
保
育
園

長
・
安
田
江
美
子
▽
荒
島
保
育

園
長
・
田
中
博
子
▽
阪
谷
保
育

園
長（
兼
）阪
谷
幼
稚
園
教
頭
・
村

上
美
代
子
▽
和
泉
保
育
園
長（
兼
）

和
泉
児
童
セ
ン
タ
ー
・
亀
岡
恵
子

▼
産
業
経
済
部
▽
産
業
振
興
課

課
長
補
佐
・
中
村
吉
孝
▽
農
業

農
村
振
興
課
課
長
補
佐（
兼
）農

業
委
員
会
事
務
局
次
長
・
川
端

秀
和
▽
農
林
整
備
課
課
長
補
佐 

基
盤
整
備
係
長
事
務
取
扱
・
森
岡

幸
弘
▽
観
光
振
興
課
課
長
補
佐
・

笠
松
健
男
▼
建
設
部
▽
建
設
課
課

長
補
佐
・
斉
藤
清
英
▼
教
育
委
員

会
事
務
局
▽
教
育
総
務
課
課
長
補

佐（
庶
務
・
施
設
担
当
）施
設
係
長

事
務
取
扱
・
米
津
源
一
▽
教
育
総

務
課
課
長
補
佐（
指
導
担
当
）・
大

石
貴
昭
▽
下
庄
公
民
館
長
・
横
井

一
博
▽
上
庄
公
民
館
長
・
山
田
徹

夫
▽
富
田
公
民
館
長（
兼
）五
箇
公

民
館
長
・
堂
下
昭
仁
▼
福
井
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
・

本
多
充
▼
越
前
お
お
の
農
林
樂
舎

派
遣
・
脇
本
浩
嗣【
福
井
県
教
育

委
員
会
派
遣
職
員
の
併
任
解
除
】・

竹
村
和
貢
▼
消
防
本
部
▽
和
泉
分

遣
所
所
長
補
佐
・
多
田
和
明

▼
総
務
部
▽
税
務
課
・
福
田
健

▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
・
宮
村

友
介
▼
建
設
部
▽
都
市
計
画
課
・

田
中
治
樹
・
垣
﨑
潤
也
▽
下
水
道

課
・
石
田
卓
也
▼
教
育
委
員
会
事

務
局
▽
ス
ポ
ー
ツ
課
・
巣
守
健
介

▼
消
防
本
部
▽
県
消
防
学
校
派

遣
・
黒
木
忠
輔
▽
同
・
山
田
晃
弘

▽
同
・
田
崎
新
【
嘱
託
職
員
新
任
】

児
童
館
長
・
前
田
廣
子	

市
の
機
構
改
革
と
人
事
異
動

　
部

長

級

　
課

長

級

　
課

長

補

佐

級

　

４
月
１
日
付
け
で
、
一
部
機
構
の
見
直
し
と
総
勢
１
８
２
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

新
採
用
は
９
人
、
退
職
者
は
13
人
で
す
。
異
動
の
内
訳
は
、
部
長
級
５
人
、
課
長
級
17
人
、

課
長
補
佐
級
29
人
、
係
長
級
33
人
、
主
査
級
45
人
、
主
事
級
29
人
、
業
務
職
員
12
人
で
す
。

新採用一般職員への辞令交付式（４月１日　市長室）

　
新

採

用
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堂
下
義
治（
建
設
部
長
）谷
口
利
和

（
消
防
本
部
消
防
長
）岸
山
厚（
税

務
課
長
）島
田
い
つ
美（
春
日
保
育

園
長
）清
水
節
子（
あ
か
ね
保
育
園

長
）岸
山
静
江（
児
童
福
祉
課
課
長

補
佐
）山
元
信
子（
総
務
課
課
長
補

佐
）佐
々
木
由
紀（
下
水
道
課
）廣

澤
巧（
建
設
課
）源
内
博
典（
大
野
・

勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
）

山
腰
と
し
子（
有
終
南
小
学
校
）澤

本
美
知
子（
下
庄
小
学
校
）高
畑
美

子（
尚
徳
中
学
校
）

問
　
総
務
課
職
員
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
１
）

宝くじコミュニティ助成

　建物は木造平屋建てで、建築面積が
261.71平方㍍、延床面積は247.88
平方㍍です。
　大会議室や小会議室、調理室があ
り、収納スペースも充実。いろいろ
な地区の行事や会合など地域活動の
拠点として活用していきます。
　愛称は、「菖蒲池結和（ゆーわ）館」。
菖蒲池区住民の公募により決定しま
した。

　財団法人自治総合センターの「宝くじ普及広報事業」の助成を受けて、菖蒲池地区自治会
のコミュニティーセンターが建設されました。

問　総務課自治振興室（☎66・1111内線244）

退
職
者︵
３
月
31
日
付
︶

　今年度から始まった「第五次大野市総合計画」に基
づく重点推進事業の推進や、行政ニーズに的確に対
応していくため、市の機構を一部見直しました。

▼庁舎整備課の設置
　新庁舎の建設や周辺整備についての計画、実施に
向けた取り組みを行います。現在整備中の保健・医
療・福祉サービス拠点施設の工事について進捗管理
を行います

▼総合政策課を「行政戦略課」に改名
　総合政策課内にあった行政戦略室は廃止します

▼産業政策課を「産業振興課」に改名

▼行政戦略課内に「ブランド推進室」を設置
　越前おおのブランドをさらに推進していくためブ
ランド推進室を設置します。施策の部局間内の総合
調整や情報収集・発信を行います

▼築城430年祭事業推進室の廃止（３月１日付）

市の機構 一部を変更

選挙の記録

投票者数と投票率

※有効投票9,888票
　無効投票  174票

候補者別得票数（カッコ内は本市分）

男
女
計

4,816人（33.78㌫）
5,246人（32.86㌫）
10,062人（33.30㌫）

当日の有権者数
男 14,255人　女 15,964人　計 30,219人

当　西川　一誠
　　宇野　邦弘

298,307票（8,344票）
67,459票（1,544票）

　任期満了に伴う、県知事・県議会議員選挙が４
月10日に行われました。
　即日開票の結果、県知事には西川一誠氏（無所
属・66歳）が当選しました。
　今回の本市知事選の投票率は、33.30㌫で、前
回を43.12ポイント下回る結果となりました。

県議は８年ぶり無投票
　４月１日に告示された県議会議員選挙の大野市
選挙区は、山岸猛夫氏（自由民主党・63歳）と山
田庄司氏（無所属・74歳）が立候補。ほかに届け
出がなく、共に無投票で再選が決まりました。

県議会議員選挙
県知事・
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